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平成 31 年度厚生労働行政推進調査事業費補助金 

（医薬品・医療機器等レギュラトリーサイエンス政策研究事業） 

 

研究分担報告書（１） 

 

献血者確保に影響を及ぼす今後 10 年間の人口構成変化の特性 

と献血推進政策について 
 

研究代表者 河原 和夫   東京医科歯科大学大学院 政策科学分野 

研究分担者 中島 一格  日本赤十字社関東甲信越ブロック血液センター 

研究協力者 菅河 真紀子  東京医科歯科大学大学院 政策科学分野 特任助教 

 

研究要旨 

 献血状況を正確に把握して血液事業の戦略を立てることは、極めて重要である。今後

の献血者の動向を左右する主因は、人口構成の変化である。  

 本研究では、都道府県別に 2030 年までの今後 10 年間の人口構成の変化の特性を明ら

かにして性別・都道府県別の献血者確保の方策を提示した。  

コホート要因法を用いて 2020 年および 2030 年人口を 1 歳刻みで推測した。献血者

の確保は、人口の多寡に大きく影響を受けるために今後 10 年間の人口遷移を予測して

献血者の確保方策を検討することとした。  

 その結果、国全体では、2020 年の 40 歳代後半から 50 歳代にかけての第二次ベビー

ブームの比較的多い人口層は、2030 年には当然 50 歳代後半から 60 歳代前半にピーク

が移行する。いまでも献血率も高いこの人口層が 2030 年でも主役となると考えられる。

それより年長である 65 歳代後半の人口層は 2030 年には大きく減少する。  

一方、2020 年と比べて 2030 年には 50 歳以下の壮若年人口層は大きく減少するもの

の 2030 年には 20 歳代後半から 30 歳代前半の人口層が少しは増加する。  

このように、2030 年には特に 50 歳以下の献血者の確保が困難となる。さらに、人口

も多く献血率も高い 2030 年時点で 50 歳代後半から 60 歳代前半である人口層は、さら

に 10 年後の 2040 年には献血年齢から外れることから、献血者の確保は大きな困難を伴

うと考えられる。  

都道府県別・性別にみるとまた違った特徴がみられる。そして、今後 10 年間の人口構

成の変化をもとに、都道府県をいくつかの類型に分類することが可能である。  

わが国では人類史上未だ経験したことがない少子高齢および人口減少社会が急速に進

行している。しかし、少子高齢化や人口減少のスピードは都道府県ごとに大きく異なっ

ている。従来は、全国一律に献血状況を把握して、全国規模で献血目標を設定してきた。

しかし、たとえば高齢化が進行しているところやそうでないところ、あるいは出生率が

高いところと低い地域、さらには社会的人口移動の差異がある。  

従来の献血者確保政策は、こうした地域特性を考慮せずに全国目標に準じて地域の献

血目標を設定してきた。つまり現実とは大きく乖離したものになっていた。  
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今後、人口構成変化の地域性や男女による変化、人口の都道府県間移動などを加味し

て、現実を受け入れ、かつ実効性がある献血者確保政策を構築する必要がある。  

 

 

Ａ．はじめに  

 献血状況を正確に把握して血液事業の戦

略を立てることは、極めて重要である。今

後の献血者の動向を左右する主因は、人口

構成の変化である。  

 全国および都道府県ごとの献血率は、日

本赤十字社の献血者データから詳細に求め

ることができる。筆者もかねてから、都道

府県や市町村の献血率を求めてきたところ

である。 

 一方、日本赤十字社でも国立社会保障・

人口問題研究所等の資料を用いて地域別の

今後の献血者の推移に関するシミュレーシ

ョン等を行っている。しかし、献血者確保

を左右する地域ごとの将来の人口構成の変

化を詳細に分析して献血者確保の問題を分

析したものはなお。  

 そこで本研究では、都道府県別に 2030 年

までの今後 10 年間の人口構成の変化の特

性を明らかにして性別・都道府県別の献血

者確保の方策を提示した。  

 

 

Ｂ．方法 

コホート変化率法とコホート要因法など

がある。国立社会保障・人口問題研究所で

は日本の地域別における将来推計人口を推

計する場合には、総人口の推計と同様にコ

ホート要因法により行っている。総人口を

推計する場合、社会増減の要因として出入

国による国際人口移動率を考慮しなければ

ならないが、地域別人口の場合は転出入に

よる移動率を考慮する必要があり、地域間

の移動率が地域別の将来推計人口に大きく

影響してくる。すでに同研究所からは 5 歳

階級ごとの将来人口推計が公表されている

が、より詳細に今後の人口構成を知るため

に、本研究ではコホート要因法により、

2020 年および 2030 年人口を 1 歳刻みで推

測した。献血者の確保は、人口の多寡に大

きく影響を受けるために今後 10 年間の人

口遷移を予測して献血者の確保方策を検討

することとした。  

（倫理的配慮）  

研究については東京医科歯科大学医学部

COI および倫理審査委員会の審査を受けて

いる。 

 

〇用語について  

【コホート要因法】  

将来人口推計の手法の 1 つである。年齢

別人口の加齢に伴う死亡や他の都道府県等

への人口移動を加味して求める方法である。 

 国立社会保障・人口問題研究所の公開さ

れている人口データから、基準人口（2015

年）、生残率およ純移動率を用いて以下の計

算式により算定した。  

【生残率】 

一定期間に個人が生き残る確率である。

短期間には大きくは変動しないことから厚

生労働省の生命表を用いてもよい。  

【純移動率】 

特定の時期及び地域での流入数と流出数

の差を 1 単位人口,000 人当たりで表した数

値である。純移動率が正の値のときは流入

者が流出者より多く、負の値のときは流出

者ご多いことを表している。  

【変化率】 

生残率+純移動率 
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【計算式】 

 

（t+5）年 4 月 1 日時点の男女別（n+5）歳人口  

=t 年 4 月 1 日時点の男女別 n 歳人口×｛生残率 + 純移動率｝ 

= t 年 4 月 1 日時点の男女別 n 歳人口×｛（n 歳→（n+5）歳男女別生残率）+（t 年→

（t+5）年の n 歳→（n+5）歳男女別移動率）｝  

 

すなわち、 

2020 年 4 月 1 日時点の男女別（n+5）歳人口  

=2015 年 4 月 1 日時点の男女別 n 歳人口×｛生残率+純移動率｝ 

=2015 年 4 月 1 日時点の男女別 n 歳人口×｛（2015 年から 2020 年に移行する際の n 歳

から（n+5）歳に移行する際の男女別生残率）+（2015 年から 2020 年に移行する際の n

歳から（n+5）歳に移行する際の男女別移動率）｝・・・・・①  

 

2025 年 4 月 1 日時点の男女別（n+5）歳人口  

=2020 年 4 月 1 日時点の男女別 n 歳人口×｛生残率+純移動率｝ 

=2020 年 4 月 1 日時点の男女別 n 歳人口×｛（2020 年から 2025 年に移行する際の n 歳

から（n+5）歳に移行する際の男女別生残率）+（2020 年から 2025 年に移行する際の n

歳から（n+5）歳に移行する際の男女別移動率）｝・・・・・・②  

 

2030 年 4 月 1 日時点の男女別（n+5）歳人口  

=2025 年 4 月 1 日時点の男女別 n 歳人口×｛生残率+純移動率｝ 

=2025 年 4 月 1 日時点の男女別 n 歳人口×｛（2025 年から 2030 年に移行する際の n 歳

から（n+5）歳に移行する際の男女別生残率）+（2025 年から 2030 年に移行する際の n

歳から（n+5）歳に移行する際の男女別移動率）｝・・・・・・③  

 

式-①で求めた 2020 年人口を式-②に代入する。さらに、式-②で求めた 2025 年人口を

式-③に代入し、2030 年人口を推計する。  

 なお、2020 年人口は、確定している 2015 年人口（実測値）を式-①に代入することで

求められる。  

 

 

Ｃ．結果 

１．献血可能人口の将来推計（全国）  

2015 年の国勢調査データをもとにコホ

ート要因法により 2020 年および 2030 年

の人口構成を予測した。全国（男性）は図

１、３に、全国（女性）は図２、４に示し

ている。全国（男性）では 2020 年の 40 歳

代後半から 50 歳代にかけての第二次ベビ

ーブームの比較的多い人口層は、2030 年に

は当然 50 歳代後半から 60 歳代前半にピー

クが移行する。現在、献血率も高いこの人

口層が 2030 年でも主役となると考えられ

る。それより年長である 65 歳代後半の人

口層は 2030 年には大きく減少する。  



 

29 

 

一方、2020 年と比べて 2030 年には 50

歳以下の壮若年人口層は大きく減少する。

その中で少しではあるが、2030 年には 20

歳代後半から 30 歳代前半の人口層が増加

する。 

このように、2030 年には特に 50 歳以下

の献血者の確保が困難となる。さらに、人

口も多く献血率も高い 2030 年時点で 50 歳

代後半から 60 歳代前半である人口層は、

さらに 10 年後の 2040 年には献血年齢から

外れることから、献血者の確保は大きな困

難を伴うと考えられる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．献血可能人口の増減がみられる年齢層

の特徴 

 

１．男性（表１）  

(1)16-49 歳人口 

2020 年に比べて 2030 年に大きく減少す

る上位 10 県は、秋田県 0.74、青森県 0.76、

福島県 0.78、山梨県 0.79、高知県 0.79、北

海道 0.80、岩手県、0.80、奈良県 0.80、山

形県 0.81、徳島県 0.81 であった。なお、全

国平均は 0.86 であった。 

一方、平均値より高いのは、東京都 0.93、

沖縄県 0.92、愛知県 0.89、滋賀県 0.88、広

島県 0.88、福岡県 0.88、神奈川県 0.87、岡

山県 0.87、熊本県 0.87 であった。  
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(2)50-69 歳人口 

同じく、減少が大きいのは秋田県 0.85、

鹿児島県 0.86、長崎県 0.89、宮崎県 0.90、

山形県 0.90、福島県 0.90、青森県 0.90、熊

本県 0.93、佐賀県 0.93、徳島県 0.93、

岩手県 0.93 であった。  

平均値以上に増加するのは、東京都 1.17、

愛知県 1.14、神奈川県 1.12、埼玉県 1.12、

大阪府 1.11、千葉県 1.10、滋賀県 1.09、京

都府 1.08、広島県 1.06、石川県 1.06、兵庫

県 1.06、富山県 1.06 であった。なお、全国

平均は 1.05 と増加していた。  

 

(3)35-49 歳人口 

 特に減少が著しい年齢層である。減少が

大きいのは、京都府 0.68、奈良県 0.69、高

知県 0.71、秋田県 0.71、山梨県 0.72、石川

県 0.73、北海道 0.73、青森県 0.73、

神奈川県 0.75、埼玉県 0.75、大阪府 0.75、

兵庫県 0.75、富山県 0.75、岐阜県 0.75、宮

城県 0.75、茨城県 0.75 であった。なお、全

国平均は 0.77 であった。 

 平均値を上回り比較的減少が少ないのは、

沖縄県 0.87、東京都 0.84、愛知県 0.82、熊

本県 0.82、栃木県 0.81、島根県 0.81、佐賀

県 0.81、福井県 0.80、長崎県 0.80、山形県

0.79、静岡県 0.79、和歌山県 0.79、広島県

0.79 であったが、いずれも増加することは

なかった。 

 

(4)16-69 歳 

献血可能年齢全体でみると減少が大きい

上位は、秋田県 0.79、青森県 0.82、福島県

0.83、山形県 0.85、鹿児島県 0.85、岩手県

0.86、山梨県 0.86、徳島県 0.86、高知県 0.86、

長崎県 0.86、宮崎県 0.87 であった。なお、

全国平均は 0.93 であった。  

一方、平均を上回わり 2030 年に献血可

能人口が増加するのは、東京都 1.02 のみで

あった。ただ、増加幅は非常に小さいもの

であった。平均は上回っているものの 2030

年の献血可能人口の減少が小幅なのは、愛

知県 0.98、埼玉県 0.96、神奈川県 0.96、滋

賀県 0.96、沖縄県 0.96、千葉県 0.95、大阪

府 0.95、広島県 0.95、福岡県 0.95、石川県

0.94、京都府 0.94、岡山県 0.94 であった。 

 

 

２．女性（表２） 

 (1)16-49 歳人口 

2020 年に比べて 2030 年に大きく減少す

る上位県は、愛媛県 0.48、奈良県 0.61、大

阪府 0.63、長野県 0.64、京都府 0.65、愛知

県 0.66、滋賀県 0.68、広島県 0.68、神奈川

県 0.69、和歌山県 0.69、鳥取県 0.69、香川

県 0.69 であった。全国平均は 0.76 であっ

た。 

一方、平均値より高いのは、岩手県 1.10、

福島県 1.02、山形県 0.99、宮城県 0.93、

秋田県 0.92、栃木県 0.92、青森県 0.91、福

井県 0.89、長崎県 0.89、山口県 0.88、熊本

県 0.87、大分県 0.86 であった。  

 

(2)50-69 歳人口 

減少が大きいのは、愛媛県 0.75、秋田県

0.84、鹿児島県 0.85、島根県 0.85、鳥取県

0.85、長野県 0.85、和歌山県 0.86、宮崎県

0.87、山形県 0.89、徳島県 0.89、熊本県 0.90、

高知県 0.90 であった。全国平均値は 1.01

であり、平均値以上に増加するのは、東京

都 1.19、埼玉県 1.13、神奈川県 1.11、千葉

県 1.09、兵庫県 1.07、群馬県 1.05、大阪府

1.05、宮城県 1.04、石川県 1.02 であった。 

 

(3)35-49 歳人口 

 男性同様に特に減少が著しい年齢層であ

る。減少が大きいのは、愛媛県 0.38、香川

県 0.58、神奈川県 0.59、沖縄県 0.61、岐阜
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県 0.61、奈良県 0.61、兵庫県 0.62、島根県

0.62、京都府 0.63、富山県  0.64、静

岡県 0.64、大阪府 0.65、茨城県 0.65 であ

った。平均は 0.70 であった。  

 平均値を上回り比較的減少が少ないのは、

熊本県 0.92、栃木県 0.82、福島県 0.81、山

形県 0.81、三重県 0.79、佐賀県 0.79、福井

県 0.78、大分県 0.78、福岡県 0.78、山梨県

0.78、岩手県 0.77、山口県 0.77、鹿児島県

0.77、東京都 0.76 であり、いずれも献血可

能人口が増加することはなかった。  

 

(4)16-69 歳 

献血可能年齢全体でみると減少が大きい

上位は、愛媛県 0.61、長野県 0.74、鳥取県

0.76、奈良県 0.76、和歌山県 0.77、愛知県

0.79、京都府 0.79、徳島県 0.80、広島県 0.80、

岡山県 0.80、高知県 0.80、島根県 0.80 で

あった。全国平均は 0.87 であった。  

一方、平均を上回わり 2030 年に献血可

能人口が増加するのは、男性は東京都のみ

であったが、女性は岩手県 1.04 のみであっ

た。増加はしないものの平均を上回ってい

る上位は、宮城県 0.98、福島県 0.97、栃木

県 0.95、山形県 0.95、埼玉県 0.95、福井県

0.93、東京都 0.91、青森県 0.91、千葉県 0.91、

群馬県 0.91、兵庫県 0.91 であった。  
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表１ 2020 年人口に対する 2030 年人口の増減比（男性）  

 

 16-49 歳人口比 50-69 歳人口比 35-49 歳人口比 16-69 歳人口比 

北海道 0.80 0.99 0.73 0.88 

青森県 0.76 0.90 0.73 0.82 

岩手県 0.80 0.93 0.78 0.86 

宮城県 0.82 1.00 0.75 0.89 

秋田県 0.74 0.85 0.71 0.79 

山形県 0.81 0.90 0.79 0.85 

福島県 0.78 0.90 0.77 0.83 

茨城県 0.82 1.00 0.75 0.89 

栃木県 0.84 1.00 0.81 0.90 

群馬県 0.84 1.02 0.77 0.91 

埼玉県 0.86 1.12 0.75 0.96 

千葉県 0.86 1.10 0.76 0.95 

東京都 0.93 1.17 0.84 1.02 

神奈川県 0.87 1.12 0.75 0.96 

新潟県 0.82 0.95 0.78 0.88 

富山県 0.82 1.06 0.75 0.92 

石川県 0.85 1.06 0.73 0.94 

福井県 0.85 0.99 0.80 0.91 

山梨県 0.79 0.94 0.72 0.86 

長野県 0.82 1.02 0.76 0.91 

岐阜県 0.83 1.03 0.75 0.91 

静岡県 0.84 1.01 0.79 0.91 

愛知県 0.89 1.14 0.82 0.98 

三重県 0.84 1.03 0.76 0.92 

滋賀県 0.88 1.09 0.77 0.96 

京都府 0.86 1.08 0.68 0.94 

大阪府 0.85 1.11 0.75 0.95 

兵庫県 0.84 1.06 0.75 0.93 

奈良県 0.80 0.99 0.69 0.88 

和歌山県 0.82 0.97 0.79 0.88 

鳥取県 0.84 0.95 0.78 0.89 

島根県 0.86 0.94 0.81 0.90 

岡山県 0.87 1.05 0.77 0.94 

広島県 0.88 1.06 0.79 0.95 

山口県 0.84 0.98 0.77 0.90 

徳島県 0.81 0.93 0.76 0.86 

香川県 0.86 1.02 0.78 0.92 

愛媛県 0.83 0.97 0.76 0.89 

高知県 0.79 0.96 0.71 0.86 

福岡県 0.88 1.05 0.77 0.95 

佐賀県 0.86 0.93 0.81 0.89 

長崎県 0.84 0.89 0.80 0.86 

熊本県 0.87 0.93 0.82 0.89 

大分県 0.85 0.96 0.77 0.89 

宮崎県 0.84 0.90 0.78 0.87 

鹿児島県 0.84 0.86 0.78 0.85 

沖縄県 0.92 1.03 0.87 0.96 

全国 0.86 1.05 0.77 0.93 
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表２ 2020 年人口に対する 2030 年人口の増減比（女性）  

 

 16-49 歳人口比 50-69 歳人口比 35-49 歳人口比 16-69 歳人口比 

北海道 0.79  0.96  0.72  0.87  

青森県 0.91  0.91  0.72  0.91  

岩手県 1.10  0.95  0.77  1.04  

宮城県 0.93  1.04  0.75  0.98  

秋田県 0.92  0.84  0.70  0.88  

山形県 0.99  0.89  0.81  0.95  

福島県 1.02  0.91  0.81  0.97  

茨城県 0.80  0.98  0.65  0.88  

栃木県 0.92  1.00  0.82  0.95  

群馬県 0.80  1.05  0.66  0.91  

埼玉県 0.83  1.13  0.75  0.95  

千葉県 0.78  1.09  0.70  0.91  

東京都 0.74  1.19  0.76  0.91  

神奈川県 0.69  1.11  0.59  0.86  

新潟県 0.81  0.94  0.73  0.87  

富山県 0.74  0.94  0.64  0.83  

石川県 0.78  1.02  0.71  0.88  

福井県 0.89  0.98  0.78  0.93  

山梨県 0.79  0.93  0.78  0.85  

長野県 0.64  0.85  0.67  0.74  

岐阜県 0.73  0.96  0.61  0.83  

静岡県 0.81  0.91  0.64  0.85  

愛知県 0.66  0.98  0.70  0.79  

三重県 0.83  0.98  0.79  0.90  

滋賀県 0.68  0.98  0.68  0.81  

京都府 0.65  0.98  0.63  0.79  

大阪府 0.63  1.05  0.65  0.81  

兵庫県 0.79  1.07  0.62  0.91  

奈良県 0.61  0.94  0.61  0.76  

和歌山県 0.69  0.86  0.67  0.77  

鳥取県 0.69  0.85  0.75  0.76  

島根県 0.76  0.85  0.62  0.80  

岡山県 0.71  0.92  0.66  0.80  

広島県 0.68  0.96  0.66  0.80  

山口県 0.88  0.93  0.77  0.90  

徳島県 0.72  0.89  0.69  0.80  

香川県 0.69  0.96  0.58  0.81  

愛媛県 0.48  0.75  0.38  0.61  

高知県 0.72  0.90  0.66  0.80  

福岡県 0.76  0.95  0.78  0.84  

佐賀県 0.81  0.92  0.79  0.86  

長崎県 0.89  0.92  0.72  0.90  

熊本県 0.87  0.90  0.92  0.88  

大分県 0.86  0.95  0.78  0.90  

宮崎県 0.79  0.87  0.68  0.83  

鹿児島県 0.80  0.85  0.77  0.83  

沖縄県 0.79  0.99  0.61  0.87  

全国 0.76  1.01  0.70  0.87  
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３．献血可能人口の将来推計（性別・都道

府県別）資料１ 後掲  

 資料１では性別・都道府県別の 2020 年

および 2030年の推計献血可能者数（=人口）

と 2020 年時点に比して 2030 年には、献血

可能人口が年齢別にどの程度増減するかを

示している。本研究では、献血率を用いず

に献血者数で増減を表している。  

 増減の態様は下記のように男女ともに複

数のパターンがあることが明らかとなった。 

 

(1)男性 

①北海道、宮城県、福島県、茨城県、新潟

県、徳島県 

2020 年に比して 2030 年は、男性は 20

歳代から 30 歳代前半にかけてはほとんど

増減がない。概ね 50 歳から 60 歳代前半に

かけて献血可能人口が増加する。16 歳から

20 歳代前半および 30 歳代から 50 歳代付

近にかけて献血者は大幅に減少する。ただ

し、福島県の増加数は少ない。上記以外の

年齢層は献血可能人口が減少する。特に 30

歳代から 50 歳代にかけて男女とも大幅に

献血可能人口が減少する。例示として図１

で北海道男性を掲げている。  

 

 

②青森県、岩手県、秋田県、山形県、栃木

県、群馬県、埼玉県、千葉県、東京都、神

奈川県、富山県、石川県、福井県、山梨県、

長野県、岐阜県、静岡県、愛知県、三重県、

滋賀県、大阪府、兵庫県、奈良県、和歌山

県、鳥取県、島根県、岡山県、広島県、山

口県、香川県、愛媛県、高知県、福岡県、

長崎県、熊本県、大分県、宮崎県  

2020 年に比して 2030 年は、男性は 20

歳代から 30 歳代前半にかけて増加がみら

れる。また、概ね 50 歳から 60 歳代前半に

かけて献血可能人口が増加する二峰性のパ

ターンを呈するが、その増加数には差がみ

られる。二峰性パターンは、 “20 歳代か

ら 30 歳代前半の献血可能人口＜50 歳から

60 歳前半にかけて献血可能人口”である。 

東北地方は増加数が少ない。関東地方は

人口規模が影響しているが、増加数が大き

い。上記以外の年齢層は献血可能人口が減

少する。特に 30 歳代から 50 歳代にかけて

男女とも大幅に献血可能人口が減少する。

例示として図２で埼玉県男性を掲げている。 

 

 

③京都府、佐賀県、鹿児島県  

基本パターンは②と同じであるが、二峰

性パターンは、 “20 歳代から 30 歳代前半

の献血可能人口≧50 歳から 60 歳代前半に

かけての献血可能人口”に近い形である。

例示として図３で京都府男性を掲げている。 
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図1 献血可能人口の年齢別増減数予測（北海道男性）

2020年⇒2030年
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図2 献血可能人口の年齢別増減数予測（埼玉県男性）

2020年⇒2030年
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④沖縄県 

 20 歳代から 30 歳代前半および 50 歳

から 60 歳代前半にかけて増加しているが、

加えて 16、17、18 歳人口もわずかながら

増加する。他の年齢層は減少している。上

記以外の年齢層は献血可能人口が減少する。

特に 30 歳代から 50 歳代にかけて男女とも

大幅に献血可能人口が減少する。例示とし

て図４で沖縄県男性を掲げている。  

 

 

 

(1)女性 

①北海道、神奈川県、石川県、愛知県、三

重県、滋賀県、大阪府、奈良県、広島県、

福岡県、佐賀県  

北海道は男性と同じく 2020 年に比して

2030 年は、20 歳代後半はほとんど増減が

ない。概ね 50 歳代後半から 67 歳付近の献

血可能人口が増加する。ただし、福島県の

増加数は少ない。上記以外の年齢層は献血

可能人口が減少する。とりわけ 16 歳から

20 歳代前半で献血可能人口が減少する。特

に 30 歳代から 50 歳代付近にかけて献血者

は大幅に減少する。  

いずれも 55 歳未満の献血可能人口が大幅

に減少する。例示として図５、６で神奈川

県と愛知県女性を掲げている。  

 

 

 

②茨城県、栃木県、群馬県、新潟県、富山

県、岐阜県、京都府、岡山県、徳島県、香

川県、高知県  

2020 年に比して 2030 年は、20 歳代から

30 歳代前半にかけて増加がみられる。また、

概ね 50 歳代から 60 歳代前半に献血可能人

口が増加する二峰性のパターンを呈する。

二峰性パターンは、 “20 歳代から 30 歳代

前半の献血可能人口＜50 歳代から 60 歳代

前半の献血可能人口”である。例示として

図７で京都府女性を掲げている。  
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図3 献血可能人口の年齢別増減数予測（京都府男性）

2020年⇒2030年
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図4 献血可能人口の年齢別増減数予測（沖縄県男性）

2020年⇒2030年
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図5 献血可能人口の年齢別増減数予測（神奈川県女性）

2020年⇒2030年
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図6 献血可能人口の年齢別増減数予測（愛知県女性）

2020年⇒2030年
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③青森県、岩手県、宮城県、秋田県、山形

県、福島県、福井県、静岡県、島根県、山

口県、長崎県  

2020 年に比して 2030 年は、20 歳代から

30 歳代前半にかけて増加がみられる。また、

概ね 50 歳代から 60 歳代前半に献血可能人

口が増加する二峰性のパターンを呈する。

二峰性パターンは、 “20 歳代から 30 歳代

前半の献血可能人口≧50 歳代から 60 歳代

前半の献血可能人口”である。宮城県、沖

縄県は 10 歳代の献血可能人口も増加する。

例示として図８で青森県女性を掲げている。 

 

 

④埼玉県、千葉県、東京都、兵庫県 

50 歳代から 60 歳代前半に献血可能人口

が増加するとともに 16 歳から 20 歳代付近

の献血可能人口もわずかながら増加する。

比較的若年献血可能者の増加がみられるパ

ターンである。加えて兵庫県は 20 歳代後

半の人口増に特徴がある。例示として図９

で埼玉県女性を掲げている。 

 

 

⑤山梨県、長野県、和歌山県、鳥取県、愛

媛県、熊本県、鹿児島県 

 50 歳代後半から 60 歳代前半や 20 歳

代の年齢層がわずかながら増加するが、他

の年齢層は大幅に人口が減少する。パター

ンは⑤に類似している。例示として図１０

で長野県女性を掲げている。 

 

 

⑥大分県、宮崎県、沖縄県  

16 歳から 20 歳代と 50 歳代に増加がみ

られる二峰性分布を呈している。比較的若

年献血可能者の大幅な増加がみられるパタ

ーンである。例示として図１１で沖縄県女

性を掲げている。  
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図7 献血可能人口の年齢別増減数予測（京都府女性）

2020年⇒2030年
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図8 献血可能人口の年齢別増減数予測（青森県女性）

2020年⇒2030年
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図9 献血可能人口の年齢別増減数予測（埼玉県女性）

2020年⇒2030年
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図10 献血可能人口の年齢別増減数予測（長野県女性）

2020年⇒2030年
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D.考察 

１．全国 

男女とも全国の献血可能人口については、

2020 年の 40 歳代後半から 50 歳代にかけ

ての第二次ベビーブームの人口層は比較的

多いが、2030 年には当然 50 歳代後半から

60 歳代前半にピークが移行する。現在、献

血率も高いこの人口層が 2030 年でも主役

となると考えられる。また、2030 年にはそ

れより年長である 65 歳代後半の人口層は

2030 年には大きく減少する。  

一方、2020 年と比べて 2030 年には 50

歳以下の男女の壮若年人口層は大きく減少

する。その中で少しではあるが、男性は

2030 年には 20 歳代後半から 30 歳代前半

の人口層がわずかながら増加する。全国的

に女性についてはこの年齢層の増加は見込

めないが、東北各県はこの年齢層の献血可

能人口が大きく増加することが見込まれる。

これら年齢層の 2020 年から 2030 年にか

けての純移動率が他都道府県に比べて正の

値で大きいことが影響しているものと思わ

れる。なぜ、この年齢層が東北地方に流入

するのかは不明である。 

このように人口推移から考えると、2030

年には男女ともに特に 50 歳以下の献血者

の確保が困難となる。さらに、人口も多く

献血率も高い 2030 年時点で 50 歳代後半か

ら 60 歳代前半である人口層は、さらに 10

年後の 2040 年には献血年齢から外れるこ

とから、将来的に献血者の確保は大きな困

難を伴うと考えられる。 

 

２．都道府県別 

(1)男性 

2030 年の献血可能人口の年齢別構成は、

以下の①～④パターンに分類することがで

きる。このように差異はあるものの共通し

ていることは、2030 年には概ね 30 歳から

50 歳までの献血可能人口が大きく減少す

ることである。現在でもこの人口層は献血

率が高いことから、いまから 20 歳から 40

歳をターゲットとした特別の効果的な献血

者確保方策を創造する必要がある。  

 

①男性Ⅰ型（北海道、宮城県、福島県、茨

城県、新潟県、徳島県） 

 第二次ベビーブーム世代の影響で増加す

る 50 歳から 60 歳前半にかけて献血可能人

口のみが増加する。この世代が献血できな

くなる 2030 年以降は、さらに献血可能人

口の急激な減少に直面することになる。

22030 年から 2040 年までの 10 年間の効果

しかないが、この増加する世代の献血離れ

を起こさないようにすることが重要である。

30 歳代から 50 歳代に対する一層の献血へ

の参画を促進する必要がある。  

 

②男性Ⅱ型（青森県、岩手県、秋田県、山

形県、栃木県、群馬県、埼玉県、千葉県、

東京都、神奈川県、富山県、石川県、福井

県、山梨県、長野県、岐阜県、静岡県、愛

知県、三重県、滋賀県、大阪府、兵庫県、

奈良県、和歌山県、鳥取県、島根県、岡山

県、広島県、山口県、香川県、愛媛県、高

知県、福岡県、長崎県、熊本県、大分県、

宮崎県） 
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最も多いパターンである。男性Ⅰ型のパ

ターンと同じく、2030 年には第二次ベビー

ブーマーに該当する 50 歳から 60 歳前半に

かけて献血可能人口が増加する。加えて都

道府県間の差はあるが 20 歳代から 30 歳代

前半の献血可能人口も増加する。ただし、

その増加幅は 50 歳から 60 歳前半の年齢層

より小さいものである。2030 年に 20 歳代

から 30 歳代前半の献血可能人口が増加す

るのは、2020 年に比較的多い 10 歳代から

20 歳代前半の人口層が移行するためであ

る。 

 献血者確保のためには、2030 年に比較的

多い人口層を構成する 10 歳代から 20 歳代

前半および 40 歳から 50 歳前半にかけての

世代に献血への参画をさらに促す必要があ

る。 

 

③男性Ⅲ型（京都府、佐賀県、鹿児島県） 

二峰性パターンであるが比較的 20 歳代

から 30 歳代前半の献血可能人口が多い。

男性Ⅱ型と同じく 2020 年に 10 歳若い年齢

層であった多い人口層が移行するためであ

る。50 歳から 60 歳前半にかけての献血可

能人口も増加するが、これも第二次ベビー

ブーマーの世代が影響している。このよう

に 2030 年には壮年期の人口層が増大する

ので、この人口層を確保することが将来の

安定的な献血者確保にも寄与する。  

 

④男性Ⅳ型（沖縄県） 

 2030 年には 20 歳代から 30 歳代前半

および 50 歳から 60 歳前半にかけて増加す

るが、16、17、18 歳人口もわずかながら増

加する若い県である。いまから若い人口層

に献血を呼びかけることが必要である。  

 

 

(2)女性 

男性と同じく 2030 年には概ね 30 歳から

50 歳までの献血可能人口が大きく減少す

る。いまから 20 歳から 40 歳をターゲット

とした特別の効果的な献血者確保方策を創

造する必要がある。  

 

①女性Ⅰ型（北海道、神奈川県、石川県、

愛知県、三重県、滋賀県、大阪府、奈良県、

広島県、福岡県、佐賀県） 

男性と同じく 2030 年には第二次ベビー

ブーマーに該当する 50 歳から 60 歳前半に

かけて献血可能人口が増加する。しかし、

50 歳未満の人口層はほとんど減少する。各

年齢ごとの出生数が減少することと純移動

率の値が小さいことに起因していると考え

られる。いまから 40 歳未満の年齢階級の

ニーズに応じた献血推進活動を展開する必

要がある。  

 

②女性Ⅱ型（茨城県、栃木県、群馬県、新

潟県、富山県、岐阜県、京都府、岡山県、

徳島県、香川県、高知県）  

 2030 年の献血可能人口構成の理由は、男

性Ⅱ型と同じパターンである。基本的対策

は男性Ⅱ型と同じである。  

 

③女性Ⅲ型（青森県、岩手県、宮城県、秋

田県、山形県、福島県、福井県、静岡県、

島根県、山口県、長崎県）  

2030 年の献血可能人口構成の理由は、男

性Ⅲ型と同じパターンである。ただ、男性

Ⅲ型に比べて 2030 年時点で 20 歳代から

30 歳代前半の献血可能人口が大きく増大

する。理由は、2020 年の 10 歳から 25 歳

近傍の出生率が多いことと、純移動率の値

が大きいことに由来している。いまから 10

歳から 25 歳の若者を献血者に移行させる

ことが緊要である。  
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④女性Ⅳ型（埼玉県、千葉県、東京都、兵

庫県） 

50 歳代から 60 歳代前半に献血可能人口が

増加するとともに純移動率が高いことから

16 歳から 20 歳代付近の献血可能人口もわ

ずかながら増加する。比較的若年献血可能

者の増加がみられるパターンである。女性

Ⅲ型と同じく、いまから 10 歳から 25 歳の

若者を献血者に移行させることが緊要であ

る。併せて現在の 30 歳代から 50 歳代に対

する一層の献血への参画を促進する必要が

ある。 

 

⑤女性Ⅴ型（山梨県、長野県、和歌山県、

鳥取県、愛媛県、熊本県、鹿児島県）  

 50 歳代後半から 60 歳代前半や 20 歳

代の年齢層がわずかながら増加するが、他

の年齢層は大幅に人口が減少する。男性に

は見られなパターンである。全献血可能人

口に対する働きかけが必要である。  

 

⑥女性Ⅵ型（大分県、宮崎県、沖縄県）  

比較的出生率などが高い県で、若年人口

の増加が期待される。いまから献血年齢に

達していない 10 歳代を含めて献血者の確

保を行っていく必要がある。  

 

 

E.まとめ 

 すべての献血可能人口層の献血行動を惹

起することが最も重要であることは言うま

でもない。 

既に述べたが、2020 年の 40 歳代後半か

ら 50 歳代にかけての第二次ベビーブーム

の人口層は比較的多いが、2030 年には当然

50 歳代後半から 60 歳代前半にピークが移

行する。現在、献血率も高いこの人口層が

2030 年でも主役となると考えられる。それ

より年長である 65 歳代後半の人口層は

2030 年には大きく減少する。  

一方、2020 年と比べて 2030 年には 50

歳以下の壮若年人口層は大きく減少する。

その中で少しではあるが、2030 年には 20

歳代後半から 30 歳代前半の人口層が増加

する。 

このように、2030 年には特に 50 歳以下

の献血者の確保が困難となる。さらに、人

口も多く献血率も高い 2030 年時点で 50 歳

代後半から 60 歳代前半である人口層は、

さらに 10 年後の 2040 年には献血年齢から

外れることから、献血者の確保は大きな困

難を伴うと考えられる。 

わが国では人類史上未だ経験したことが

ない少子高齢および人口減少社会が急速に

進行している。しかし、少子高齢化や人口

減少のスピードは都道府県ごとに大きく異

なっている。従来は、全国一律に献血状況

を把握して、全国規模で献血目標を設定し

てきた。しかし、たとえば高齢化が進行し

ているところやそうでないところ、あるい

は出生率が高いところと低い地域、さらに

は社会的人口移動の差異がある。したがっ

て、こうした地域特性を考慮せずに全国目

標に準じて地域の献血目標を設定しても現

実とは大きく乖離していることになる。加

えて、大都市圏でみられる都道府県間の献

血者移動、あるいは“問診該当１”のため

に献血が永久にできない人も考慮しなけれ

ばならない。  

 今後、献血者確保は困難を極めることが

予想されるが、過去の献血者確保政策には

以下のものがある。  

 

a.献血構造改革  

献血構造改革の目標（平成 17 年度から 5 年

程度の達成目標） 

●10 代、20 代を献血者全体の 40％まで上

昇させる。  



 

40 

 

 平成 17 年度 33.4%、 平成 18 年度 

31.5%、 平成 19 年度 29.2%、 平成 20

年度 28.3%、  平成 21 年度 26.8% 

●集団献血等に協力する企業数を倍増する。 

 平成 17 年度 24,220 社、  平成 18 年

度 30,835 社、 平成 19 年度 34.059 社、  

平成 20 年度 38,399 社、 平成 21 年度 

43,193 社 

●複数回献血者を献血者全体の 35％まで

上昇させる。  

 平成 17 年度 27.5%、  平成 18 年度 

28.1%、   平成 19 年度 29.5%、  平

成 20 年度  30.3%、   平成 21 年度 

31.3% 

 

b.献血推進 2014 

  2009 年度  2010 年度  2011 年度  2012 年度  2013 年度  2014 年度  

若年層の献

血者数の増

加  

10 代の献

血率を

6.4%まで

増加させる  

6.0% 6.1％  5.8％  6.2％  6.3％  5.7％  

20 代の献

血率を

8.4%まで

増加させる  

7.8% 7.9％  7.5％  7.5％  7.2％  6.7％  

安定的な集

団献血の確

保  

集団献血等

に協力いた

だける企

業・団体を

50,000 社

まで増加さ

せる  

43,193 社  45,343 社  47,137 社  49,232 社  50,712 社  52,084 社  

複数回献血

の増加  

複数回献血

者を年間

120 万人ま

で増加させ

る  

984,766 人  999,325 人  1,001,516 人  1,003,778 人  996,684 人  978,321 人  

注）10 代とは献血可能年齢である 16～19 歳を指す。  

 

今後の取組み  

 献血推進 2014 の結果を踏まえ、新たな

中期目標のもと、若年層献血者確保のため

の効果的な方策のさらなる検討を行うとと

もに、引き続き献血推進に取り組むことと

する。 

 これらの献血推進計画の問題は、いずれ

も一部を除いて目標を達成していないこと

である。 

「献血推進 2014」で「集団献血等に協力

いただける企業・団体を 50,000 社まで増加

させる」という目標を 2014 年度は達成し

ているが、協力した企業の規模などが不明

で小企業でも１社となる。  

 日本の企業数は 2014（平成 26）年 7 月

時点（平成 28 年集計情報）において、日本

にある会社の数は 3,820,338 社（会社以外

の法人や農林漁業は除く）となっており、

うち中小企業が 3,809,228 社で全体の

99.71%を占めている。出典： 中小企業庁ホ

ー ム ペ ー ジ

(http://www.chusho.meti.go.jp/koukai/ch

ousa/chu_kigyocnt/2016/160129chukigyo

cnt.html)－「都道府県・大都市別企業数、

常用雇用者数、従業者数（民営、非一次産

業、2014 年）」 

また、「若年層の献血者数の増加」などの

評価指標を“率（％）”で表しているが、国



 

41 

 

立社会保障・人口問題研究所の「人口統計

資料集（2011）」によると 2009 年の 18 歳

人口の総数は、121 万 6,000 人であった。

一方、同じく「人口統計資料集（2016）」で

は、2014 年の 18 歳人口は 119 万 6,000 人

となっている。  

2009 年の 10 歳代の献血率は 6.0%で、7

万 2,960 人が献血していた。「献血推進

2014」の目標値の 6.4%を 2014 年に達成し

たとすると、献血者数は 7 万 6,544 人とな

り、3,584 人の増加に過ぎない。実際は、

2014 年の献血率は 5.7%であることから献

血者数は、6 万 8,172 人であった。2009 年

に比べて 4,788 人減少していたのである。  

 献血構造改革や献血推進 2014 等につい

ては、計画の評価はまったくされず、計画

のどこに問題があるかの評価もされずに次

の計画に移っている。  

 大切なことは、なぜ目標が達成されなか

ったかの評価である。たとえば、「組織」「責

任体制」「意思決定方法」「異質・異端の考

えを排除していないか」「前例踏襲主義にな

っていないか」「トライ&エラーを回避して

いないか」「秩序なき戦略と戦術を展開して

いないか」「他分野から学んでいるか」「環

境・構造変化に対応できているか」などを

考え、今後の献血推進を行っていくべきで

ある。 
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Ｈ．知的財産権の出願・登録状況 

（予定を含む） 

   1. 特許取得 

    特になし 

 2. 実用新案登録 

 特になし 

 3.その他 

    特になし 
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資料１ 
 

 

 

・2020 年および 2030 年の推計献血可能者数 

 

・献血可能人口の年齢別増減数予測（2020 年と比較した 2030 年の増減数） 
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45 宮崎県 
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46 鹿児島県 
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